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近
代
日
本
研
究
第
三
十
六
巻
（
二
〇
一
九
年
度
）

特
集

近
代
日
本
と
留
学

兪
吉
濬
の
ア
メ
リ
カ
留
学
と
近
代
地
理
学
の
受
容徐

明

一

姜

兌

�

訳

一

は
じ
め
に

留
学
は
、
書
籍
の
�
入
や
外
国
人
の
招
聘
と
共
に
、
朝
鮮
が
近
代
文
明
を
受
容
す
る
最
も
重
要
な
経
路
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
開
港
以
後
の
朝
鮮
人
に
お
け
る
海
外
留
学
は
、
隣
国
日
本
に
集
中
し
て
い
た
の
が
事
実
で
あ
る
。
地
球
を
半
周
し
て
西
洋
へ

向
か
う
こ
と
が
容
易
で
な
か
っ
た
時
代
状
況
の
中
で
、
日
本
は
「
文
明
の
空
気
」
を
吸
入
で
き
る
最
も
現
実
的
な
選
択
肢
で
あ
っ

た
か
ら
だ
。
韓
国
の
近
代
思
想
を
、
日
本
を
通
し
た
西
洋
文
明
の
間
接
受
容
、
つ
ま
り
「
重
訳
」
の
結
果
と
し
て
�
解
す
る
視
座

は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
脈
絡
を
反
映
し
た
も
の
で
（
1
）

あ
る
。
し
か
し
、
一
八
八
〇
年
代
の
朝
鮮
に
は
、
日
本
を
経
由
せ
ず
西
洋
の
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学
問
と
制
度
を
直
接
受
容
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
た
。
朝
鮮
は
西
欧
列
強
の
中
で
ア
メ
リ
カ
と
初
め
て

修
交
し
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師
を
招
聘
し
て
、
英
語
学
校
で
あ
る
「
育
英
公
院
」
を
設
立
し
、
米
軍
将
校
出
身
の
軍
事
教
官

を
採
用
し
て
士
官
学
校
の
「
鍊
武
公
院
」
を
設
立
す
る
等
、
対
米
関
係
を
足
が
か
り
に
し
て
近
代
化
政
策
を
推
進
し
て
（
2
）

い
た
。
こ

の
中
で
留
学
生
の
派
遣
は
、
朝
鮮
政
府
が
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
対
米
外
交
の
信
号
ラ
ッ
パ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
日
本
と
の
条
約
締
結
す
ら
伝
統
的
友
好
関
係
の
復
元
（
旧
好
（
3
）

重
修
）
と
規
定
す
る
ほ
ど
、
西
洋
文
化
の
受
容
に
は
硬
直
的
で

あ
っ
た
朝
鮮
が
、「
夷
狄
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
は
画
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。

最
初
の
米
国
留
学
生
と
い
う
重
責
を
背
負
っ
た
人
物
は
、
一
八
八
一
年
慶
應
義
塾
に
入
学
し
て
朝
鮮
最
初
の
日
本
留
学
生
に

な
っ
た
兪
吉
濬
（
一
八
五
六
〜
一
九
一
四
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
朝
士
視
察
団
」
の
一
員
と
し
て
渡
日
し
て
一
年
半
修
学
し
、
一

八
八
三
年
に
は
「
報
聘
使
」
の
随
行
員
と
し
て
米
国
に
行
き
、
約
二
年
間
余
、
近
代
文
明
を
体
験
（
4
）

し
た
。
二
度
の
海
外
�
学
を
通

し
て
日
本
語
と
英
語
両
方
を
駆
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
兪
吉
濬
は
、
朝
鮮
の
近
代
�
学
を
代
表
す
る
人
物
に
間
違
い
な
い
。
な
に

よ
り
彼
以
後
渡
米
し
た
留
学
生
の
大
半
が
「
亡
命
者
」
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
兪
吉
濬
は
政
府
の
支
援
を
受
け
る
官
費
留
学

生
で
あ
り
、
彼
の
留
学
は
西
欧
文
明
を
受
容
し
よ
う
と
す
る
朝
鮮
政
府
の
公
式
的
な
立
場
を
代
弁
す
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、

最
初
の
留
学
生
と
い
う
象
徵
的
存
在
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
兪
吉
濬
が
ア
メ
リ
カ
で
何
を
見
て
、
聞
い
て
、
学
習
し
た
の
か
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
留
学
時
代
の
記
録
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
（Edw

ard
S.M

orse,1838

―1925

）
に

送
っ
た
二
〇
通
余
り
の
手
紙
し
か
な
い
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
米
国
に
一
人
残
さ
れ
て
か
ら
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
（G

over-

norD
um
m
erA
cadem

y

）
に
入
学
す
る
ま
で
の
語
学
習
得
課
程
や
、
ダ
ン
マ
ー
で
の
教
育
内
容
、
さ
ら
に
ダ
ン
マ
ー
を
去
っ
て

帰
国
す
る
ま
で
の
足
跡
等
は
未
だ
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
。「
朝
鮮
最
初
の
米
国
留
学
生
」
と
い
う
慣
用
的
修
辞
に
も
拘
わ
ら

ず
、
米
国
留
学
の
影
響
が
蓋
然
性
の
形
で
し
か
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
兪
吉
濬
が
ア
メ
リ
カ
で
は
正
規
の
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教
育
課
程
に
入
学
し
て
、
日
本
留
学
よ
り
長
い
期
間
滞
在
し
て
い
た
事
実
に
注
目
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
�
学
が
彼
の
思
想
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
日
本
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
何
か
。
留
学
の
意
義

を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
留
学
生
活
の
全
貌
が
よ
り
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
最
近
兪
吉
濬
が
ダ
ン
マ
ー
で
参
考
に
し
た
教
科
書
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
留

学
理
解
に
あ
た
っ
て
新
た
な
契
機
が
訪
（
5
）

れ
た
。
彼
は
ダ
ン
マ
ー
で
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
（D

avid
W
arren

）
が
著
し
た

An
Elem

entary
Treatise

on
Physical

G
eography

と
い
う
教
科
書
を
使
っ
て
近
代
地
理
学
を
学
ん
で
い
た
。『
西
遊
見
聞
』
の

序
論
に
あ
た
る
「
一
編
」
と
「
二
編
」
は
自
分
が
留
学
し
て
い
た
ダ
ン
マ
ー
の
地
理
敎
科
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
兪
吉

濬
が
参
考
に
し
た
英
文
著
作
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
彼
が
「
言
語
の
障
壁
」
を
超
え
て
何
を
学
ん
だ
か
、
ま
た
新
た

に
習
得
し
た
知
識
を
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
て
い
た
か
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
兪
吉
濬
が
英
語
を
学
び

始
め
て
か
ら
朝
鮮
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
の
約
二
年
間
の
留
学
生
活
を
再
検
討
し
た
上
で
、
ダ
ン
マ
ー
で
行
わ
れ
た
地
理
教
育
を
分

析
し
、
ア
メ
リ
カ
留
学
が
彼
の
思
想
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
確
認
作
業
を
試
み
る
。

二

セ
イ
ラ
ム
で
の
英
語
学
習
と
モ
ー
ス
と
の
知
的
交
流

一
八
八
三
年
七
月
、
朝
鮮
は
「
朝
美
修
好
通
商
条
約
」
の
締
結
に
よ
る
批
准
書
交
換
の
た
め
、
米
国
に
外
交
使
節
を
派
遣
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
初
代
ア
メ
リ
カ
公
使
フ
ッ
ト
（Lucius

H
.Foote,1826

―1913

）
の
赴
任
に
対
す
る
答
訪
の
形
式
を
と
っ
て

い
た
た
め
一
般
的
に
「
報
聘
使
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
使
節
団
は
、
西
洋
に
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
最
初
の
外
交
使
節
で
あ
（
6
）

っ
た
。
正
使

閔
泳
翊
（
一
八
六
〇
〜
一
九
一
四
）
を
筆
頭
に
、
二
〇
代
と
三
〇
代
前
半
の
若
い
官
僚
で
構
成
さ
れ
た
報
聘
使
は
、
三
か
月
間
ア

兪吉濬のアメリカ留学と近代地理学の受容
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メ
リ
カ
に
滞
在
し
な
が
ら
様
々
な
近
代
文
物
を
視
察
し
た
。
使
節
団
の
公
式
任
務
が
終
わ
る
頃
、
報
聘
使
を
率
い
た
閔
泳
翊
は
随

行
員
で
あ
っ
た
兪
吉
濬
に
、
帰
国
せ
ず
ア
メ
リ
カ
に
残
っ
て
学
ぶ
こ
と
を
指
示
（
7
）

し
た
。
報
聘
使
の
中
に
は
後
日
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
農

科
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
る
邊
燧
（
一
八
六
一
〜
一
八
九
一
）
も
い
（
8
）

た
が
、
閔
泳
翊
は
自
身
の
幼
年
時
代
の
同
窓
（
�
山
書

齋
）
で
あ
り
、
日
本
留
学
の
際
に
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
し
た
兪
吉
濬
を
ア
メ
リ
カ
留
学
の
適
任
者
と
判
断
し
た
。

兪
吉
濬
の
ア
メ
リ
カ
留
学
は
、
報
聘
使
を
派
遣
す
る
時
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
（
9
）

れ
る
。
一
八
八
一
年
に
日
本
に
視
察
団

（
朝
士
視
察
団
）
を
派
遣
し
た
際
に
も
、
随
行
員
の
一
部
を
帰
国
さ
せ
ず
に
慶
應
義
塾
や
同
人
社
等
に
入
学
さ
せ
た
前
例
が
あ
っ

た
た
め
、
兪
吉
濬
は
報
聘
使
の
随
行
員
に
選
ば
れ
た
時
か
ら
ア
メ
リ
カ
留
学
の
可
能
性
を
予
想
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
閔
泳
翊
が

ア
メ
リ
カ
政
府
に
留
学
生
派
遣
計
画
を
伝
え
協
力
を
要
請
し
（
10
）

た
後
、
現
地
で
決
定
さ
れ
た
事
項
は
留
学
の
時
期
や
場
所
の
よ
う
な

具
体
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
報
聘
使
に
参
与
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
参
賛
官
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
（Percival

Low
-

ell

）
は
、
兪
吉
濬
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
指
導
す
る
人
物
と
し
て
、
東
京
大
学
教
授
を
務
め
た
ピ
ー
ボ
デ
ィ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

（The
Peabody

A
cadem

y
of
Science

）
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
を
紹
介
し
た
。
モ
ー
ス
は
日
本
で
兪
吉
濬
と
対
面
し
た
こ
と

が
（
11
）

あ
り
、
ま
た
あ
る
程
度
日
本
語
が
話
せ
た
た
め
、
英
語
が
話
せ
な
い
兪
吉
濬
と
も
意
思
疎
通
が
で
き
た
。
一
八
八
三
年
一
〇
月

初
め
に
な
る
と
、
兪
吉
濬
は
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
勉
強
を
終
え
た
時
、
朝
鮮
の
方
角
を
眺
め
笑
う
こ
と
だ

（
12
）

ろ
う
」
と
述
べ
、
自
身
の
留
学
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
、
彼
が
セ
イ
ラ
ム
（Salem

）
に
残
っ
て
モ
ー
ス
の

指
導
を
受
け
る
と
い
う
具
体
的
な
計
画
が
報
道
さ
（
13
）

れ
た
こ
と
を
見
る
と
、
遅
く
と
も
一
八
八
三
年
一
〇
月
初
め
に
は
ア
メ
リ
カ
留

学
に
必
要
な
事
前
準
備
が
整
っ
た
こ
と
が
分
（
14
）

か
る
。

兪
吉
濬
は
自
身
の
留
学
生
活
を
指
導
す
る
「
碧
眼
の
師
匠
」
が
決
ま
る
と
、
直
ぐ
に
結
い
上
げ
た
髷
を
切
り
、
洋
服
に
着
替
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（
15
）

え
た
。
日
本
留
学
時
に
も
髷
を
切
ら
な
か
っ
た
彼
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
前
に
し
て
果
敢
に
髪
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
政

界
の
実
力
者
で
あ
っ
た
閔
泳
翊
か
ら
長
期
間
の
留
学
を
約
束
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
も
、
彼
が
英
語
を
学
ん

だ
あ
と
法
学
を
勉
強
す
る
予
定
で
あ
る
と
か
、
学
業
期
間
が
五
年
に
及
ぶ
と
報
道
す
る
（
16
）

ほ
ど
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
短
期
間
の

視
察
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
と
う
と
う
一
八
八
三
年
一
一
月
八
日
、
報
聘
使
一
行
と
別
れ
た
兪
吉
濬
は
モ
ー
ス
の
い
る

セ
イ
ラ
ム
に
到
（
17
）

着
し
、
朝
鮮
最
初
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
セ
イ
ラ
ム
に
到
着
し
た
直
後
、
自
身

が
着
て
い
た
服
飾
一
切
を
ピ
ー
ボ
デ
ィ
に
寄
贈
し
た
こ
と
を
考
え
（
18
）

る
と
、
何
年
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
留
学
生
活
に
お
け
る
彼
の

覚
悟
が
汲
み
取
れ
る
。

兪
吉
濬
は
報
聘
使
派
遣
前
か
ら
、
英
語
を
学
習
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
際
、
英
単
語
を
書
い
た

ノ
ー
ト
を
携
帯
し
て
（
19
）

お
り
、
セ
イ
ラ
ム
へ
出
発
す
る
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
道
に
迷
っ
た
時
に
も
、
現
地
の
警
察
に
道
を
聞
い
て
ホ

テ
ル
に
戻
る
こ
と
が
で
（
20
）

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
留
学
生
活
を
始
め
る
頃
の
彼
の
英
語
能
力
は
、
幾
つ
か
の
単
語
と
短
い
文
章
を
理

解
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
な
が
ら
近
代
的
学
問
を
学
習
す
る
た
め
に
は
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
が
最

優
先
の
課
題
で
あ
っ
た
。
兪
吉
濬
の
指
導
を
任
さ
れ
て
い
た
モ
ー
ス
も
、
高
校
を
経
て
大
学
に
進
学
す
る
と
い
う
体
系
的
な
留
学

を
計
画
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
正
規
教
育
課
程
を
�
修
す
る
た
め
の
第
一
歩
は
、
や
は
り
個
人
教
師
（private

tutor

）
に
よ

る
語
学
学
習
が
先
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
み
て
（
21
）

い
た
。
モ
ー
ス
は
最
初
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
ホ
セ
・
ア
ン

ト
ニ
オ
・
マ
チ
ャ
ド
（Jose

A
ntonio

M
achado

）
と
い
う
人
物
に
兪
吉
濬
の
英
語
教
習
を
任
せ
た
。
兪
吉
濬
の
最
初
の
英
語
教

師
と
な
っ
た
マ
チ
ャ
ド
は
、
キ
ュ
ー
バ
（Cuba

）
生
ま
れ
の
移
民
で
、
セ
イ
ラ
ム
で
高
校
を
卒
業
し
て
一
八
七
九
年
ハ
ー
バ
ー

ド
に
入
学
し
、
一
八
八
三
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
約
二
か
月
間
兪
吉
濬
に
英
語
を
教
（
22
）

え
た
。
兪
吉
濬
へ
の
英
語
教
習
は
マ

チ
ャ
ド
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
経
験
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
は
自
身
が
教
え
た
朝
鮮
人
学
生
の
名
前
を
「Y

u
K
ilChun

」
と
正

兪吉濬のアメリカ留学と近代地理学の受容
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確
に
記
憶
し
て
い
た
。

マ
チ
ャ
ド
の
英
語
教
習
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
が
、
兪
吉
濬
は
マ
チ
ャ
ド
と
の
学
習
が
終
わ
っ
た
後
に
も
個
人
教
授
を
通
し
て

英
語
の
習
得
に
力
を
注
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
モ
ー
ス
の
秘
書
で
あ
っ
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
（M

arga-

rette
W
ard
B
rooks

）
や
モ
ー
ス
の
娘
エ
デ
ィ
ス
（Edith

O
w
en
M
orse

）
等
が
兪
吉
濬
の
英
語
学
習
を
手
伝
っ
た
と
推
定
さ

（
23
）

れ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
は
モ
ー
ス
の
秘
書
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
数
年
の
間
モ
ー
ス
の
進
化
論
講
座
が
含
ま
れ
た
ピ
ー
ボ
デ
ィ
の
夏

期
生
物
学
教
室
（Sum

m
er
School

of
B
iology

）
に
参
加
し
、
若
き
生
物
学
徒
と
し
て
モ
ー
ス
の
研
究
を
手
伝
っ
た
助
手
で
も

あ
（
24
）

っ
た
。
エ
デ
ィ
ス
も
年
（
一
八
六
四
年
生
）
は
若
か
っ
た
が
、
父
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
（
25
）

た
め
、
同
じ
家
に
住
ん
で
い
た
兪

吉
濬
の
英
語
学
習
を
手
伝
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

兪
吉
濬
は
一
〇
か
月
程
の
個
人
教
授
を
通
じ
て
、
英
語
で
手
紙
が
書
け
る
程
度
の
レ
ベ
ル
と
な
り
、
モ
ー
ス
も
兪
吉
濬
の
英
語

力
を
高
く
評
価
し
た
。
例
え
ば
モ
ー
ス
は
、
一
八
八
四
年
九
月SCIENCE

誌
に
揭
載
さ
れ
た
朝
鮮
に
関
す
る
�
文
を
読
ん
で
幾

つ
か
の
誤
謬
を
指
摘
し
た
が
、
彼
は
自
身
の
論
評
が
「
英
語
を
上
手
に
駆
使
す
る
」
兪
吉
濬
の
助
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

言
及
（
26
）

し
た
。
ま
た
モ
ー
ス
は
一
八
八
四
年
九
月
四
日
か
ら
一
一
日
ま
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
か
れ
た
米
国
科
学
振
興
協
会

（The
A
m
erican

A
ssociation

for
the
A
dvancem

entof
Science

）
の
第
三
三
次
年
例
会
議
に
お
い
て
朝
鮮
の
風
俗
を
紹
（
27
）

介
し
、

一
八
八
五
年
一
月
に
は
類
似
し
た
内
容
で
ボ
ス
ト
ン
自
然
史
協
会
（B

oston
Society

of
N
aturalH

istory

）
で
も
発
表
を
（
28
）

し
た
。

モ
ー
ス
の
発
表
は
、
厳
格
な
父
子
関
係
と
徹
底
し
た
長
子
相
続
、「
五
倫
（Five

R
ules

）」
か
ら
始
ま
っ
て
儒
教
経
典
と
歴
史
等

を
教
え
る
教
育
制
度
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
の
他
の
民
族
と
は
異
な
り
箸
で
は
な
く
匙
を
使
う
食
生
活
文
化
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い

テ
ー
マ
に
わ
た
っ
て
（
29
）

い
た
。
朝
鮮
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
モ
ー
ス
が
、
そ
の
よ
う
に
具
体
的
な
人
類
学
的
研
究
を
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
兪
吉
濬
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
留
学
時
代
に
卓
越
し
た
語
学
能
力
を
み
せ
た
兪
吉
濬
は
、
今
回
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も
わ
ず
か
一
〇
か
月
で
、
自
身
の
ア
メ
リ
カ
人
師
匠
に
朝
鮮
の
多
様
な
文
化
を
紹
介
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
モ
ー
ス
に
と
っ
て
兪
吉
濬
は
「
隠
遁
の
王
国
（H

erm
itK
ingdom

）」
と
知
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
を
、
最
も
正
確

に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
の
異
質
的
文
化
を
案
内
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
モ
ー
ス
は
、
日
本
に
お
い
て
家
屋
の
蓋
（roof

）
を
屋
根
（yane

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
字
意
的
に
は
家

屋
の
根
（house-root

）
を
意
味
す
る
単
語
が
、
ど
う
し
て
「
屋
根
（roof

）」
を
意
味
す
る
の
か
が
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
時
モ
ー
ス
は
隣
に
い
た
「
朝
鮮
人
の
友
達
（a
K
orean

friend

）」
か
ら
、
說
得
力
の
あ
る
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
「
友
達
」
は
、
木
に
根
が
な
い
と
枯
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
家
屋
も
屋
根
が
な
い
と
腐
っ
て
し
ま
う
た
め
、
日
本
で
は
家

屋
の
蓋
を
「
家
屋
の
根
」、
つ
ま
り
「
屋
根
」
と
呼
ぶ
の
だ
と
說
明
（
30
）

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
モ
ー
ス
に
こ
の
よ
う
な
説
明
が
で
き
た

「
朝
鮮
人
の
友
達
」
は
兪
吉
濬
以
外
に
い
な
か
っ
た
。

兪
吉
濬
は
モ
ー
ス
と
い
た
最
初
の
一
〇
か
月
間
英
語
学
習
に
力
を
尽
く
し
た
が
、
こ
の
期
間
は
単
な
る
語
学
研
修
だ
け
で
な

く
、
彼
と
の
知
的
交
流
の
時
間
で
も
あ
っ
た
。
モ
ー
ス
が
兪
吉
濬
に
学
問
の
手
順
と
科
学
（
�
術
）
に
つ
い
て
教
え
た
（
31
）

な
ら
、
兪

吉
濬
は
彼
に
朝
鮮
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
よ
う
な
知
識
と
情
報
を
提
供
し
た
。
モ
ー
ス
は
自
身
が
書
い
て
い
た
エ
ッ
セ
イ
の
進
行

状
況
を
兪
吉
濬
に
知
ら
せ
た
し
、
兪
吉
濬
も
モ
ー
ス
の
も
と
を
離
れ
た
後
、
彼
の
研
究
を
手
伝
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
申
し
訳
な

い
気
持
ち
を
伝
（
32
）

え
た
。
兪
吉
濬
は
留
学
生
活
の
間
一
貫
し
て
自
身
の
「
師
匠
」
へ
の
尊
敬
の
気
持
ち
を
示
し
た
が
、
二
人
の
関
係

は
一
方
的
な
師
弟
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
兪
吉
濬
自
身
が
話
し
た
よ
う
に
、
彼
は
モ
ー
ス
の
「
真
の
友
達
（sincere

friend

）」

で
あ
（
33
）

っ
た
。
兪
吉
濬
と
モ
ー
ス
の
知
的
交
流
は
、
両
国
の
知
識
人
間
に
行
わ
れ
た
最
初
の
学
問
的
疎
通
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一

〇
か
月
前
に
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
と
宮
岡
恒
次
郞
の
通
訳
に
頼
っ
て
い
た
兪
吉
濬
の
英
語
力
は
、
モ
ー
ス
と
学
問
的
意
見
の
や
り
と
り

が
で
き
る
ほ
ど
に
ま
で
速
く
に
成
長
し
て
い
た
。
兪
吉
濬
が
十
分
な
英
語
能
力
を
備
え
た
と
判
断
し
た
モ
ー
ス
は
、
つ
い
に
大
学

兪吉濬のアメリカ留学と近代地理学の受容
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進
学
の
た
め
の
第
二
段
階
と
し
て
、
高
等
学
校
過
程
に
あ
た
る
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
入
学
を
周
旋
し
た
。

三

ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
進
学
準
備

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
エ
セ
ッ
ク
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
（Essex
C
ounty

）
の
サ
ウ
ス
・
バ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
（South

B
yfield

）

に
あ
る
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
一
七
六
三
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
東
部
の
名
門
校
で
、
主
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
進
学
を

目
指
す
学
生
た
ち
が
入
学
す
る
六
年
課
程
の
中
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
の
婿
養
子
で
あ
っ
た
福
沢
桃
介
（
一
八
六
八
〜

一
九
三
八
）
や
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
法
学
者
で
あ
っ
た
福
岡
秀
猪
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
二
）
等
が
大
学
入
学
を
準
備
し
た
学

校
も
、
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
（
34
）

あ
る
。
ダ
ン
マ
ー
の
学
事
日
程
は
毎
年
九
月
初
め
に
始
ま
っ
て
翌
年
六
月
末
に
終
わ
り
、
毎
学

年
は
三
学
期
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
兪
吉
濬
は
留
学
を
始
め
て
か
ら
一
〇
か
月
後
の
一
八
八
四
年
九
月
、
つ
ま
り
一
八
八
四
〜
八

五
学
年
度
の
第
一
学
期
に
ダ
ン
マ
ー
に
入
学
し
た
（〈
図
1
〉
（
35
）

参
照
）。
兪
吉
濬
が
何
学
年
に
入
学
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
入
学
直
後
に
三
年
生
の
科
目
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
自
然
地
理
（Physical

G
eography

）」
を
受
講
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

六
年
課
程
の
中
三
年
生
と
し
て
編
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
入
学
し
た
際
に
ダ
ン
マ
ー
の
在
学
生
は
総
計
四
〇
名
で
、
兪
吉

濬
は
こ
の
中
で
唯
一
の
東
洋
人
で
あ
っ
た
。

ダ
ン
マ
ー
に
は
校
長
の
パ
ー
キ
ン
ス
（John

W
right

Perkins
）
の
ほ
か
、
Ｇ
・
タ
ウ
ン
（G

eorge
W
arren

Tow
ne

）
と
ウ
ッ

ド
ベ
リ
ー
（A

rthur
H
enry

W
oodbury

）、
Ｒ
・
タ
ウ
ン
（R

osa
H
.
Tow
ne

）
と
バ
チ
ェ
ル
ダ
ー
（John

B
achelder

）
等
総
計

五
名
の
教
師
が
勤
務
し
て
（
36
）

い
た
。
こ
の
中
で
Ｒ
・
タ
ウ
ン
と
音
楽
教
師
で
あ
っ
た
バ
チ
ェ
ル
ダ
ー
を
除
く
三
人
の
教
師
た
ち
は
、

皆
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
て
お
り
、
パ
ー
キ
ン
ス
校
長
は
一
八
六
五
年
ハ
ー
バ
ー
ド
を
卒
業
し
た
後
一
八
七
一
年
同
大
学
で
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修
士
学
位
（A

.M
.

）
を
取
（
37
）

得
し
、
Ｇ
・
タ
ウ
ン
と
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
一
八
八
二
年
と
一
八
八
三
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
を

卒
業
し
た
若
き
教
師
た
ち
で
あ
（
38
）

っ
た
。
こ
の
中
で
Ｇ
・
タ
ウ
ン
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
も
大
学
院
に
通
い
な
が
ら
数
学
と
物
理

学
を
勉
強
（
39
）

し
た
。
自
身
を
数
学
教
師
で
あ
る
と
紹
介
し
た
彼
は
、
ダ
ン
マ
ー
で
も
算
数
と
代
数
学
、
幾
何
学
な
ど
を
担
当
し
た
と

考
え
ら
（
40
）

れ
る
。
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
は
、
兪
吉
濬
の
最
初
の
英
語
教
師
で
あ
っ
た
マ
チ
ャ
ド
と
高
等
学
校
が
同
窓
で
あ
っ
（
41
）

た
が
、
ハ
ー

バ
ー
ド
卒
業
の
際
に
英
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
科
目
で
優
等
生
（honorable

m
ention

at
graduation

）
に
選
ば
れ
た
こ
と
（
42
）

か
ら
、
ダ

ン
マ
ー
で
は
英
語
と
古
典
の
授
業
を
担

当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
当
時

ア
メ
リ
カ
の
高
等
学
校
で
は
一
人
の
教

師
が
複
数
の
科
目
を
教
え
て
お
り
、
学

校
の
運
営
を
担
当
す
る
校
長
も
個
別
教

科
目
講
義
を
担
当
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
（
43
）

た
め
、
パ
ー
キ
ン
ス
校
長
を
含

む
ダ
ン
マ
ー
の
教
師
た
ち
も
ア
メ
リ
カ

の
高
等
学
校
の
主
要
な
教
科
で
あ
っ
た

英
語
と
数
学
を
教
え
な
が
ら
、
二
、
三

の
科
目
を
追
加
で
担
当
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

で
は
兪
吉
濬
は
ダ
ン
マ
ー
で
ど
の
よ

〈図 1〉兪吉濬のダンマー入学記録と入学当時の学校全景
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う
な
科
目
を
学
ん
だ
の
か
。
当
時
ダ
ン
マ
ー
の
教
育
課
程
に
お
い

て
、
最
も
比
重
が
大
き
か
っ
た
の
は
や
は
り
英
語
と
数
学
で
あ
っ

た
（〈
表
1
〉
参
照
）。
英
語
と
数
学
は
、
六
年
間
続
け
て
�
修
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
マ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
は
こ
の
二
科
目
以
外
に
歴
史
と
地
理
、
政
治
経
済
と
物
理
等

が
含
ま
れ
て
お
り
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
で
要

求
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
集

中
的
に
古
典
の
授
業
が
開
設
さ
れ
た
。

兪
吉
濬
が
在
学
し
て
い
た
一
八
八
〇
年
代
半
ば
、
ダ
ン
マ
ー
で

ど
の
よ
う
な
教
科
書
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
ダ
ン
マ
ー
の
「
要
覧
（C

atalogue

）」
に
収
録

さ
れ
た
一
八
七
〇
年
代
後
半
の
教
科
書
か
ら
、
兪
吉
濬
が
参
考
に

し
た
教
科
書
の
大
ま
か
な
輪
郭
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

八
七
八
〜
七
九
学
年
度
に
ダ
ン
マ
ー
で
は
グ
リ
ー
ン
（Sam

uel

S.G
reene

）
の
英
語
文
法
書
と
コ
リ
ア
（W

illiam
F.C
ollier

）

のCollier’s
H
istory

ofEnglish
Literature

、
ト
レ
ン
チ
（Richard

C
.Trench

）
のO

n
the
Study

ofW
ords

、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（H

ora-

tio
N
.
R
obinson

）
のNew

Elem
entary

Algebra

、
ア
ン
ダ
ー

〈表 1〉ダンマーアカデミーの教育課程表

教科目
算数（Arithmetic）、英語（English）、地理学入門（Modern Geogra-
phy）、リーディング（Reading）、綴り字（Spelling）、ライティング
（Writing）
算数、英語、歴史（History）、リーディング、綴り字、ライティン
グ
ラテン語（Latin）、代数学（Algebra）、自然地理（Physical Geogra-
phy）、フランス語（French）、リーディング、綴り字、ライティン
グ、簿記（Book-Keeping）、英語講読（Reading of English Authors）、
英語作文（Writing Themes）
ラテン語、ギリシャ語（Greek）、代数学（Algebra first six months）、
幾何学（Geometry）、フランス語、英語講読、英語作文、政治経済
（Political Economy）
ラテン語、ギリシャ語、代数学と算数復習（Review of Algebra and
Arithmetic）、物理学（Physics）、英語講読、英語作文
ラテン語、ギリシャ語、立体幾何学（Solid Geometry）、三角法
（Trigonometry）、復習（Reviews）

学年

一学年（First Year）

二学年（Second Year）

三学年（Third Year）

四学年（Fourth Year）

五学年（Fifth Year）

六学年（Sixth Year）
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ソ
ン
（John

J.A
nderson

）
のA

M
anual

of
G
eneral

H
istory

、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
レ
ン
（D

avid
M
.W
arren

）
のAn

Elem
en-

tary
Treatise

on
PhysicalG

eography

等
を
教
科
書
と
し
て
使
用
し
て
（
44
）

い
た
。

兪
吉
濬
は
ダ
ン
マ
ー
入
学
時
に
二
九
歳

（
45
）

だ
っ
た
。
数
学
教
師
タ
ウ
ン
（
一
八
五
八
年
生
）
よ
り
二
歳
年
上
で
、
英
語
教
師
ウ
ッ

ド
ベ
リ
ー
（
一
八
五
九
年
生
）
よ
り
三
歳
も
�
長
者
で
あ
っ
た
彼
が
、
ダ
ン
マ
ー
に
長
く
通
う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

兪
吉
濬
に
と
っ
て
ダ
ン
マ
ー
は
大
学
入
学
の
た
め
の
準
備
過
程
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学
の
最
終
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
ダ
ン

マ
ー
に
入
学
し
た
最
初
の
日
本
人
で
、
兪
吉
濬
と
同
時
期
に
大
学
進
学
を
準
備
し
た
福
沢
桃
介
も
ダ
ン
マ
ー
に
在
学
し
た
期
間
は

四
か
月
程
で

（
46
）

あ
っ
た
。
兪
吉
濬
も
彼
の
よ
う
に
で
き
る
限
り
早
く
大
学
入
学
に
必
要
な
資
格
を
備
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

兪
吉
濬
が
希
望
し
た
大
学
は
ハ
ー
バ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
ボ
ス
ト
ン
が
ア
メ
リ
カ
の
教
育
と
学
問
の
中
心

地
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
（
47
）

い
た
。
留
学
生
活
を
指
導
し
て
く
れ
た
モ
ー
ス
と
、
彼
を
紹
介
し
た
ロ
ー
ウ
ェ
ル
も
皆
ハ
ー
バ
ー

ド
を
卒
業
し
、
パ
ー
キ
ン
ス
校
長
と
ダ
ン
マ
ー
の
教
師
た
ち
、
さ
ら
に
留
学
生
活
初
期
に
英
語
を
教
え
て
く
れ
た
個
人
教
師
マ

チ
ャ
ド
も
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
、
彼
が
入
学
し
た
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
が
大
学
入
学
を
準
備
す
る
予
備
校

（preparatory
school

）
の
性
格
を
持
ち
、
学
校
運
営
の
主
な
目
標
を
ハ
ー
バ
ー
ド
が
求
め
る
入
学
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
し
て

い
た
（
48
）

た
め
、
留
学
生
活
が
持
続
さ
れ
て
い
た
ら
、
彼
も
ハ
ー
バ
ー
ド
に
進
学
し
た
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
入
学
の
夢
は
叶
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
兪
吉
濬
が
ダ
ン
マ
ー
に
入
学
し
て
か
ら
三
か
月
後
、
甲
申
政
変

が
勃
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
政
府
は
兪
吉
濬
が
ア
メ
リ
カ
�
学
を
始
め
た
頃
に
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
援
し
（
49
）

た
が
、
甲
申
政
変

以
後
学
費
支
援
は
全
面
的
に
中
断
さ
れ
た
。
既
に
一
八
八
五
年
初
め
、
兪
吉
濬
は
経
済
的
な
困
窮
を
吐
露
し
て
（
50
）

い
た
。
彼
は
年
間

四
五
〇
（
51
）

ド
ル
の
ダ
ン
マ
ー
の
学
費
を
払
う
こ
と
も
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
助
け
を
受
け
て
留
学

生
活
を
続
け
て
（
52
）

い
た
兪
吉
濬
は
、
結
局
大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
て
帰
国
を
決
心
し
た
。

兪吉濬のアメリカ留学と近代地理学の受容
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た
だ
、
彼
が
い
つ
ま
で
ダ
ン
マ
ー
に
在
学
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
既
存
の
研
究
で
は
、
兪
吉
濬
が
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
が

一
八
八
五
年
秋
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
ダ
ン
マ
ー
の
第
三
学
年
課
程
を
全
て
�
修
し
た
と
推
定
さ
れ
て
（
53
）

い
た
。
一
八
八
五
年

三
月
末
以
降
彼
の
行
跡
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
が
ダ
ン
マ
ー
で
の
在
学
期
間
を
一
年
と
把
握
し

た
理
由
は
、
兪
吉
濬
が
モ
ー
ス
に
二
番
目
の
学
期
の
終
了
を
手
紙
で
知
ら
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ダ
ン
マ
ー
の
一
年
課
程
は

春
と
秋
の
二
学
期
で
は
な
く
三
学
期
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
兪
吉
濬
が
入
学
し
た
一
八
八
四
〜
八
五
学
年
度
の
場
合
、
一
学
期
は

一
八
八
四
年
九
月
〜
一
二
月
、
二
学
期
は
一
八
八
五
年
一
月
〜
三
月
、
三
学
期
は
一
八
八
五
年
四
月
〜
六
月
ま
で
で
あ
（
54
）

っ
た
。
つ

ま
り
、
二
番
目
の
学
期
が
終
わ
っ
た
と
い
う
兪
吉
濬
の
言
及
は
、
一
八
八
五
年
三
月
末
ま
で
の
行
跡
を
示
す
だ
け
で
、
三
学
年
課

程
を
�
修
し
た
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
兪
吉
濬
は
一
八
八
五
年
三
月
末
、
今
学
期
が
終
わ
る
と
本
を
持
っ
て
セ
イ
ラ
ム
に

帰
る
と
い
う
趣
旨
を
モ
ー
ス
に
伝
え
て
（
55
）

い
た
。
ダ
ン
マ
ー
の
位
置
し
た
サ
ウ
ス
・
バ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
送
っ
た
手
紙
が
一
八
八

五
年
三
月
末
を
最
後
に
、
そ
れ
以
降
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。「
亡
命
」
と
「
帰
国
」
の
分
か
れ
道
に
立
っ

た
兪
吉
濬
は
、
二
番
目
の
学
期
が
終
わ
っ
た
後
モ
ー
ス
の
い
る
セ
イ
ラ
ム
に
帰
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
満
二
年
に
達
す
る

兪
吉
濬
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
正
規
教
育
課
程
に
在
学
し
た
期
間
は
七
か
月
程
で
あ
っ
た
。

甲
申
政
変
を
起
こ
し
た
勢
力
と
の
連
累
の
可
能
性
を
疑
わ
れ
る
状
況
下
で
留
学
を
続
け
る
こ
と
は
、
政
治
的
に
も
非
常
に
危
険

で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
は
ダ
ン
マ
ー
を
去
っ
た
後
モ
ー
ス
の
所
に
い
な
が
ら
、
朝
鮮
政
府
の
政
治
的
動
き
を
機
敏
に
見
つ
め

な
が
ら
、
朝
鮮
に
帰
る
方
法
を
摸
索
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
彼
は
朝
鮮
政
府
の
召
還
命
令
が
到
着
す
る
と
、
一
八
八
五
年
の
秋

に
帰
国
の
途
に
つ
（
56
）

い
た
。
彼
は
大
学
に
入
学
し
て
十
分
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
心
残
り
を
抱
い
た
（
57
）

ま
ま
、
ロ

ン
ド
ン
に
渡
り
長
崎
に
向
か
う
デ
ン
ビ
シ
ャ
ー
号
（D

enbeighshire

）
に
身
を
よ
せ
た
。
二
年
前
に
太
平
洋
を
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ

に
到
着
し
た
彼
は
、
大
西
洋
と
イ
ン
ド
洋
を
経
て
帰
国
し
、
閔
泳
翊
一
行
に
次
い
で
朝
鮮
で
二
番
目
に
世
界
を
一
周
し
た
。
彼
が
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太
平
洋
横
断
路
線
に
比
べ
て
時
間
が
か
か
る
帰
国
経
路
を
選
択
し
た
の
は
、
よ
り
広
く
世
界
を
見
聞
し
た
い
と
い
う
望
み
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
彼
は
既
に
知
ら
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
帰
国
の
途
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
兪
吉
濬
は
朝
鮮
に
戻
る
前
に
イ
ギ
リ
ス
―
フ
ラ
ン
ス
―
ド
イ
ツ
―
オ
ラ
ン
ダ
―
ベ
ル
ギ
ー
―
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
経
て
、

数
か
月
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
た
と
知
ら
れ
て
き
（
58
）

た
が
、
実
際
に
は
彼
は
日
本
行
汽
船
に
乗
る
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
一
週
間
滞
在

し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
（
59
）

っ
た
。
彼
の
西
洋
体
験
は
事
実
上
、
留
学
地
で
あ
っ
た

ア
メ
リ
カ
だ
け
で
あ
っ
た
。

四

ダ
ン
マ
ー
の
自
然
地
理
教
育
と
地
理
認
識
の
深
化

兪
吉
濬
が
ダ
ン
マ
ー
で
何
を
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
教
科
目
以
上
の
具
体
的
事
実
は
分
か
ら
な
い
が
、
最
近
彼
が
参
考
に
し
た
教

科
書
の
一
部
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
留
学
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
（
60
）

っ
た
。
す
で
に
確
認
し
た
よ

う
に
、
兪
吉
濬
は
ダ
ン
マ
ー
に
入
学
し
た
直
後
、
三
学
年
の
課
程
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
自
然
地
理
」
授
業
を
と
っ
て
い
た
。
当

時
ア
メ
リ
カ
の
高
等
学
校
で
は
「
歴
史
」
よ
り
「
地
理
」
を
勉
強
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
（
61
）

ほ
ど
、
「
地
理
」
は
高
等
学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
基
本
的
な
教
科
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
マ
ー
に
お
い
て
も
「
歴
史
」
は
二
学
年
課
程
の
み
で
開
設
さ
れ

た
だ
け
で
あ
っ
た
が
「
地
理
」
は
一
学
年
と
三
学
年
、
合
計
二
年
間
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目
で
あ
っ
た
。
学
生
達
は
一

学
年
課
程
で
「
地
理
学
入
門
（M

odern
G
eography

）」
を
受
講
し
、
三
学
年
に
上
が
っ
て
か
ら
は
「
自
然
地
理
（Physical

G
e-

ography

）」
を
学
習
し
て
（
62
）

い
た
。
こ
の
中
で
「
自
然
地
理
」
は
地
理
学
の
深
化
課
程
で
、
当
時
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
一
般
的

な
教
科
で
あ
っ
た
。
特
に
一
八
七
〇
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
入
学
要
件
に
「
自
然
地
理
」
が
含
ま
れ
た

兪吉濬のアメリカ留学と近代地理学の受容
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（
63
）

た
め
、
多
く
の
高
等
学
校
が
教
育
課
程
の
中
で
一
〜
二
学
期
間
に
自
然
地
理

の
授
業
を
開
設
し
て
い
た
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
最
高
の
名
門
高
校
と
言
わ
れ

る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
（Phillips

A
cadem

y

）
や
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

エ
ク
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
（The

Phillips
Exeter

A
cadem

y

）
に
お
い
て

も
自
然
地
理
科
目
を
教
育
課
程
に
含
め
て
（
64
）

い
た
。

兪
吉
濬
は
以
前
日
本
留
学
の
際
に
基
礎
的
な
地
理
知
識
を
習
得
し
た
た

め
、「
地
理
学
入
門
」
を
と
ら
ず
に
す
ぐ
に
「
自
然
地
理
」
を
受
講
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
授
業
で
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
（D

avid

W
arren

）
のAn

Elem
entary

Treatise
on
Physical

G
eography

と
い
う

本
を
教
科
書
と
し
て
使
用
し
て
い
た
（〈
図
2
〉
参
考
、
以
下Physical

（
65
）

G
eography

）。
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
本
来
出
版
人
で
あ
っ
た
が
、

一
八
五
六
年A

System
ofPhysicalG

eography

と
い
う
教
科
書
を
著
し
て

以
来Prim

ary
G
eography

とC
om
m
on
School

G
eography

、
さ
ら
に

Physical
G
eography

に
繫
が
る
段
階
別
の
教
科
書
を
連
続
で
発
表
し
、
地

理
書
の
著
者
と
し
て
名
が
広
ま
っ
た
。
様
々
な
版
で
出
刊
さ
れ
た
「
ウ
ォ
ー

レ
ン
の
地
理
書
（W

arren’s
G
eography

）」
は
一
九
世
紀
後
半
ア
メ
リ
カ
で

も
っ
と
も
広
く
読
ま
れ
た
地
理
教
科
書
の
一
（
66
）

つ
で
、
一
八
七
〇
年
代
ハ
ー

バ
ー
ド
で
はPhysical

G
eography

を
入
学
試
験
の
参
考
書
籍
に
採
択
す
る

〈図 2〉Physical Geography の表紙と扉
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程
で
あ
（
67
）

っ
た
。
ま
た
彼
の
本
は
日
本
で
も
数
回
翻
訳
さ
れ
て
（
68
）

い
た
。

兪
吉
濬
が
読
ん
だPhysical

G
eography

は
、
学
年
に
沿
っ
て
三
段
階
に
構
成
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
地
理
書
の
中
で
、
高
等

学
校
（academ

y,sem
inary,high

school

）
と
大
学
（college

）
課
程
の
学
生
た
ち
の
た
め
の
最
高
レ
ベ
ル
の
教
科
（
69
）

書
で
、
彼
は

一
八
六
九
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
こ
の
本
の
一
八
七
三
年
版
を
参
考
に
し
て
い
た
。
初
・
中
級
課
程
の
地
理
書
が
大
陸
と
国
を

基
準
に
世
界
を
区
画
し
た
の
と
は
違
っ
て
、PhysicalG
eography

は
地
球
を
陸
地
（Land

）
と
水
圏
（W

ater

）、
大
気
（A

t-

m
osphere

）
と
有
機
体
（O

rganic
Life

）
に
分
け
、
国
別
の
「
地
誌
」
に
関
す
る
叙
述
は
な
く
、
自
然
地
理
だ
け
を
紹
介
し
た
。

ま
た
叙
述
方
式
も
単
純
な
地
理
情
報
の
�
�
で
は
な
く
、
多
様
な
自
然
現
象
に
関
し
て
ま
ず
概
念
を
定
義
し
、
科
学
的
基
準
に

よ
っ
て
対
象
を
分
類
し
た
の
ち
、
当
代
地
理
学
者
た
ち
の
最
新
理
論
ま
で
紹
介
す
る
程
体
系
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
兪
吉
濬
が
ア
メ
リ
カ
留
学
以
前
か
ら
様
々
な
地
理
書
を
読
ん
で
、「
世
界
」
に
対
し
て
空
間
的
感
覚
を
身
に
着
け

て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
彼
は
青
年
時
代
に
朴
珪
壽
の
勧
め
で
『
海
国
図
志
』
を
（
70
）

読
み
、
日
本
留
学
時
代
に
は
内
田
正
雄
の

『
輿
地
誌
略
』
を
翻
訳
（
71
）

し
た
。
し
か
し
彼
が
読
ん
だ
地
理
書
は
国
別
地
理
情
報
を
集
大
成
し
た
「
地
誌
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
ダ
ン
マ
ー
で
「
自
然
地
理
」
を
学
習
す
る
こ
と
は
非
常
に
新
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。「
ヒ
マ
ラ
ヤ
（H

im
alaya

）」
の
峰
を

一
つ
ず
つ
列
挙
し
て
高
さ
を
紹
介
し
、
各
種
海
流
の
運
動
方
向
を
精
密
に
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
海
中
の
水
深
を
測
定
し
て
海

底
の
地
形
ま
で
把
握
す
るPhysical

G
eography

の
自
然
地
理
知
識
は
、
既
存
の
読
書
経
験
で
は
代
替
で
き
な
い
新
し
い
知
識
の

世
界
で
あ
っ
た
。

兪
吉
濬
は
ダ
ン
マ
ー
の
授
業
を
通
し
て
、
地
形
の
区
分
と
海
流
の
運
動
、
地
震
の
種
類
や
火
山
の
分
布
と
い
っ
た
自
然
地
理
知

識
を
体
系
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
が
伝
統
的
な
地
理
学
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
新
し
い
地
理
概
念
を
『
西
遊
見
聞
』

に
お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ダ
ン
マ
ー
で
自
然
地
理
を
学
習
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
彼
が
サ
ハ
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ラ
（Sahara

）
沙
漠
を
紹
介
す
る
際
に
言
及
し
た
「
低
い
水
溜
り
に
湿
っ
た
気
運
の
あ
る
」
地
域
は
オ
ア
シ
ス
（oases

）
を
指
す

も
の
で
（
72
）

あ
り
、「
二
〇
〇
尺
」
の
高
さ
ま
で
跳
ね
上
が
る
と
い
う
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
「
熱
水
」
も
単
純
な
「
温
泉
」
で
は
な
く

「
間
歇
泉
（geyser

）」
を
意
味
（
73
）

し
た
。
た
と
え
両
概
念
と
も
、
概
念
語
を
造
語
で
き
ず
そ
の
意
味
だ
け
を
解
い
て
翻
訳
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
確
実
に
近
代
的
自
然
地
理
知
識
を
英
語
で
読
み
理
解
し
て
い
た
。
も
し
兪
吉
濬
がPhysicalG

eog-

raphy

を
参
考
に
し
な
か
っ
た
ら
、
地
震
の
種
類
を
説
明
す
る
た
め
に
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授
で
あ
っ
た
地
質
学
者
デ
ー
ナ

（Jam
es
D
.D
ana,1813

―1895

）
の
理
論
ま
で
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
（
74
）

あ
る
。
朝
鮮
の
世
界
地
理
認
識
に
比
べ

る
と
、
多
少
突
出
的
に
も
見
え
る
『
西
遊
見
聞
』
の
自
然
地
理
情
報
は
、
全
て
典
拠
の
差
異
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

勿
論
、
自
然
地
理
学
の
受
容
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
驚
く
ほ
ど
の
外
国
語
能
力
を
見
せ
た
兪
吉
濬
に
と
っ
て
も
、
母

国
語
と
系
統
の
違
う
言
語
で
新
し
い
学
問
を
学
習
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
知
的
挑
戦
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
西
遊
見
聞
』
と

PhysicalG
eography

を
比
較
し
て
み
る
と
、
文
章
の
主
語
を
間
違
え
て
把
握
し
た
り
、
単
語
の
意
味
を
間
違
え
て
理
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
る
。
ま
た
「
人
類
の
起
源
」
を
説
明
す
る
際
に
「a

single
pair

」
を
単
純
に
「
一
人
」
と
翻

訳
し
（
75
）

た
り
、「m

eridian

」
と
「longitude

」
を
区
分
せ
ず
に
全
て
「
経
度
」
と
翻
訳
し
て
い
る
よ
（
76
）

う
に
、
概
略
的
な
意
味
の
伝
達

に
重
点
を
お
い
た
彼
の
翻
訳
に
は
精
密
さ
が
足
り
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
言
語
の
障
壁
」
よ
り
困
難
だ
っ
た
の
は
、
全
地
球
を
網
羅
し
た
自
然
地
理
学
の
圧
倒
的
な
地
理
情
報
を
把
握
す
る
作

業
で
あ
っ
た
。
自
然
地
理
学
の
受
容
と
い
う
の
は
、
既
に
学
習
し
た
「
地
誌
」
中
心
の
地
理
知
識
を
言
語
だ
け
変
え
て
「
再
確

認
」
す
る
作
業
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
名
前
す
ら
見
慣
れ
な
い
世
界
各
地
の
山
脈
と
河
川
を
短
期
間
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。『
西
遊
見
聞
』
に
現
れ
た
様
々
な
誤
謬
と
誤
訳
は
、
自
然
地
理
学
と
い
う
見
知
ら
ぬ
知
識
を
学

習
し
な
が
ら
、
兪
吉
濬
が
経
験
し
た
苦
労
を
具
体
的
に
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
彼
は
ア
ジ
ア
の
川
を
説
明
す
る
際
に
、「
カ
ン
ボ
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ジ
ア
川
と
イ
ラ
ワ
デ
ィ
川
は
イ
ン
ド
に
（
77
）

あ
る
」
と
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
両
川
は
イ
ン
ド
の
川
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
謬

が
現
れ
る
理
由
は
、
兪
吉
濬
が
「
イ
ン
ド
シ
ナ
」
を
指
す
原
文
の
「FartherIndia

」
を
「
イ
ン
ド
」
と
間
違
え
た
か
ら
で

（
78
）

あ
る
。
同
じ
く
、
兪
吉
濬
は
ラ
イ
ン
（Rhine

）
川
が
ス
ペ
イ
ン
の
川
と
合
流
す
る
と
叙
述
し
（
79
）

た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
横
切

る
ラ
イ
ン
川
は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
越
え
の
ス
ペ
イ
ン
に
流
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
決
し
て
一
緒
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
二

つ
の
地
名
間
の
物
理
的
距
離
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
西
遊
見
聞
』
に
お
い
て
西
半
球
の
東
端
と
西
端
を
逆
に
翻

訳
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
意
味
す
る
西
半
球
の
「
東
端
」
が
ベ
ー
リ
ン
グ
（Bering

）
海
に
面
し
て
い
る
と
説
明
し
（
80
）

た
り
、
エ
ジ

プ
ト
の
ナ
イ
ル
（N

ile
）
川
を
モ
ロ
ッ
コ
の
川
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
よ
（
81
）

う
に
、
兪
吉
濬
の
自
然
地
理
認
識
に
は
多
く
の
間
違

い
が
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
は
『
西
遊
見
聞
』
を
出
版
す
る
た
め
に
数
回
に
わ
た
り
原
稿
を
校
正
し
な
が
ら
も
、
自
身
の
翻
訳
が
誤

訳
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
兪
吉
濬
に
と
っ
て
近
代
西
洋
の
自
然
地
理
学
は
、
き
っ
と
新
た
に
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
新
知
識
の
世
界
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
地
理
情
報
認
識
の
限
界
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ダ
ン
マ
ー
で
の
地
理
教
育
は
単
純
に
山
脈
と
河
川
に
関
す
る
百
科
事
典

的
知
識
の
習
得
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
近
代
地
理
学
は
、
人
種
の
区
分
と
「
文
明
の
段
階
」
の
よ
う
な
西
洋
の
知
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
紹
介
す
る
近
代
知
識
の
「
窓
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
�
学
の
際
、
兪
吉
濬
に
「
人
種
」
と
「
文
明
」
に
関
す
る
知
識

を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
『
輿
地
誌
略
』
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
は
ダ
ン
マ
ー
で
も
地
理
教
科
書
を
読
み
な
が
ら
西
洋
の
支
配
的

談
論
を
学
習
し
た
。PhysicalG

eography

は
自
然
地
理
を
紹
介
す
る
こ
と
に
多
く
の
紙
面
を
割
い
た
が
、
同
時
代
の
西
洋
の
地

理
書
と
同
じ
よ
う
に
「
人
種
」
と
「
文
明
」
に
関
す
る
論
理
を
含
ん
で
い
た
。
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
（Blum

enbach

）
の
論
理

を
採
用
し
て
世
界
の
人
種
を
五
つ
に
区
分
し
て
い
る
点
や
、
狩
猟
と
漁
撈
―
牧
畜
―
農
業
に
繫
が
る
生
存
方
式
の
違
い
に
よ
っ
て

文
明
の
発
展
段
階
を
区
分
づ
け
て
い
（
82
）

る
点
か
ら
、PhysicalG

eography

も
一
九
世
紀
西
洋
の
典
型
的
な
地
理
教
科
書
の
一
つ
で
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あ
っ
た
と
い
え
る
。
勿
論
、PhysicalG

eography

は
文
明
の
「
段
階
」
を
四
つ
あ
る
い
は
五
つ
に
区
分
し
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル

（M
itchell

）
や
コ
ー
ネ
ル
（Cornell

）
と
は
違
い
、
人
類
を
「
文
明
（civilized

）」
と
「
非
文
明
（uncivilized

）」
と
大
ま
か
に

分
類
す
る
だ
け
で
、「
文
明
」
と
「
非
文
明
」
の
間
に
存
在
す
る
多
様
な
発
展
程
度
の
違
い
は
範
疇
化
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

「
文
明
」
の
頂
点
に
位
置
す
る
人
種
が
コ
ー
カ
シ
ア
ン
（Caucasian

）
で
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の
人
種
を
「
非
文
明
」
と
規
定
し

て
い
る
点
は
他
の
地
理
書
と
変
わ
ら
な
い
。PhysicalG

eography

で
は
、
中
国
と
日
本
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス

ト
教
文
明
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
劣
る
段
階
と
評
価
さ
れ
て
（
83
）

い
た
。
ク
レ
イ
グ
（Craig

）
の
指
摘
の
よ
う
に
、
人
類
の
歴
史
が

「
野
蛮
」
か
ら
「
文
明
」
に
向
か
う
と
い
う
見
解
は
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
中
等
教
育
の
標
準
的
認
（
84
）

識
で
、
兪
吉
濬
も
ダ
ン
マ
ー
の

地
理
教
育
を
通
じ
て
、
簡
明
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
西
洋
の
文
明
論
を
学
習
し
て
い
た
。

兪
吉
濬
が
ダ
ン
マ
ー
で
ア
メ
リ
カ
の
地
理
教
科
書
を
読
み
、
同
時
代
の
西
洋
の
文
明
論
と
遭
遇
し
た
と
い
う
事
実
は
、『
西
遊

見
聞
』
の
「
結
論
」
と
さ
れ
て
い
る
「
開
化
の
等
級
」（
一
四
編
）
も
、
日
本
留
学
時
代
に
学
習
し
た
特
定
の
著
作
に
依
存
し
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
表
す
。
兪
吉
濬
の
思
想
に
現
れ
る
「
文
明
」
と
「
人
種
」
に
関
す
る
最
初
の
典
拠
は
確
か
に
『
輿
地
誌

略
』
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
彼
に
西
洋
の
文
明
論
を
紹
介
し
た
の
は
ダ
ン
マ
ー
の
地
理
教
科
書
で
、
兪
吉
濬
は
ダ
ン

マ
ー
の
教
科
書
を
翻
訳
し
て
『
西
遊
見
聞
』
の
一
編
と
二
編
を
構
成
し
た
。「
開
化
の
等
級
」
は
、
日
本
�
学
を
通
じ
て
形
成
さ

れ
た
近
代
的
思
惟
構
造
が
ア
メ
リ
カ
�
学
を
経
て
よ
り
細
密
に
構
成
さ
れ
、
兪
吉
濬
自
身
の
言
語
で
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。PhysicalG

eography

の
存
在
は
、
兪
吉
濬
の
近
代
的
思
惟
が
「
重
訳
」
に
よ
る
間
接
受
容
で
は
単
純
化
さ
れ
な
い
重

層
的
受
容
経
路
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
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五

お
わ
り
に

一
八
八
三
年
一
一
月
、
二
八
歳
の
朝
鮮
青
年
兪
吉
濬
は
「
碧
眼
の
師
匠
」
に
会
い
に
、
ア
メ
リ
カ
東
部
の
小
さ
い
町
セ
イ
ラ
ム

に
向
か
っ
た
。
結
い
上
げ
た
髷
を
切
っ
て
洋
服
を
着
た
彼
は
、
ピ
ー
ボ
デ
ィ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
に
指
導

を
求
め
、
朝
鮮
最
初
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
と
し
て
二
年
余
り
に
達
す
る
留
学
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
兪
吉
濬
は
高
等
学
校

を
経
て
大
学
に
繫
が
る
長
期
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
計
画
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
彼
は
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
の
マ
チ
ャ
ド
と
い
う
人

物
か
ら
英
語
を
学
び
始
め
、
個
人
教
師
を
雇
い
一
〇
か
月
程
の
語
学
教
育
を
受
け
た
。
セ
イ
ラ
ム
で
の
一
〇
か
月
は
ア
メ
リ
カ
の

正
規
教
育
課
程
に
進
学
す
る
た
め
の
準
備
期
間
で
あ
り
な
が
ら
、
モ
ー
ス
と
の
知
的
交
流
の
時
間
で
も
あ
っ
た
。
モ
ー
ス
と
一
緒

に
い
る
間
、
彼
の
英
語
能
力
は
ア
メ
リ
カ
人
「
師
匠
」
に
朝
鮮
の
文
化
を
紹
介
で
き
る
程
に
ま
で
速
く
に
成
長
し
、
と
う
と
う
一

八
八
四
年
九
月
、
兪
吉
濬
は
ア
メ
リ
カ
東
部
の
名
門
高
等
学
校
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
た
。

ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
六
年
課
程
の
中
等
教
育
機
関
で
、
兪
吉
濬
は
こ
の
学
校
の
三
年
に
編
入
し
た
。
彼
が
入
学
す
る
当
時

ダ
ン
マ
ー
で
は
五
人
の
教
師
た
ち
が
合
計
四
〇
名
の
学
生
た
ち
を
教
え
て
い
た
。
ダ
ン
マ
ー
の
教
科
目
は
英
語
と
数
学
、
地
理
、

歴
史
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
進
学
に
必
要
な
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
授
業
が
集
中

的
に
開
設
さ
れ
た
。
兪
吉
濬
は
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
と
同
じ
く
、
ダ
ン
マ
ー
の
授
業
を
通
じ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
進
学
を
目
指
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
留
学
生
活
を
導
い
て
く
れ
た
モ
ー
ス
と
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
そ
れ
か
ら
ダ
ン
マ
ー
の
教
師
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

が
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
で
、
ダ
ン
マ
ー
も
ハ
ー
バ
ー
ド
進
学
を
最
優
先
目
標
と
設
定
し
て
い
た
予
備
校
で
あ
っ
た
た
め
、
留
学
生
活

が
続
い
た
ら
兪
吉
濬
も
ハ
ー
バ
ー
ド
に
進
学
し
た
可
能
性
が
高
い
。
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ダ
ン
マ
ー
の
教
育
内
容
は
兪
吉
濬
が
参
考
に
し
た
教
科
書
を
通
し
て
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
ダ
ン
マ
ー
に
入
学
し
た

直
後
、
三
年
の
課
程
と
し
て
開
設
さ
れ
た
自
然
地
理
科
目
を
受
講
し
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
のPhysicalG

eography

を

教
科
書
と
し
て
使
用
し
た
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
本
は
国
ご
と
の
「
地
誌
」
に
関
す
る
言
及
が
な
く
自
然
地
理
だ
け
を
紹
介
す
る
深
化

課
程
の
教
科
書
で
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
広
く
使
わ
れ
る
地
理
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
兪
吉
濬
はPhysicalG

eography

を
通
じ
て

地
形
の
区
分
と
海
流
の
運
動
、
地
震
の
種
類
や
火
山
の
分
布
等
、
自
然
地
理
知
識
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
たPhysical

G
eography

で
学
ん
だ
内
容
は
、
兪
吉
濬
の
翻
訳
を
経
て
『
西
遊
見
聞
』
の
一
編
と
二
編
に
収
録
さ
れ
た
。『
西
遊
見
聞
』
が
同

時
代
の
朝
鮮
の
一
般
的
な
地
理
書
と
は
違
っ
て
、
自
然
地
理
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
が

ダ
ン
マ
ー
の
地
理
教
科
書
を
翻
訳
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ダ
ン
マ
ー
の
地
理
教
育
は
単
純
に
山
脈
と
河
川
に
関
す
る
百
科
事
典
的
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

近
代
地
理
学
は
人
種
の
区
分
と
「
文
明
の
段
階
」
の
よ
う
な
西
洋
の
知
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
紹
介
す
る
近
代
知
識
の
「
窓
」
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
兪
吉
濬
は
、
日
本
留
学
時
代
に
『
輿
地
誌
略
』
を
読
ん
で
「
人
種
」
と
「
文
明
」
の
論
理
を
学
習
し
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
ダ
ン
マ
ー
に
お
い
て
も
ウ
ォ
ー
レ
ン
のPhysical

G
eography

を
通
じ
て
同
じ
論
理
と
向
き
合
っ
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル

と
コ
ー
ネ
ル
の
地
理
教
科
書
が
福
沢
諭
吉
の
初
期
思
想
に
直
接
的
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
、
ダ
ン
マ
ー
の
地
理
教
科
書
も
兪
吉
濬

に
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
の
人
種
論
や
「
文
明
」
と
「
野
蛮
」
で
位
階
化
さ
れ
た
西
洋
の
文
明
論
を
紹
介
し
た
。
兪
吉
濬
に
と
っ
て

日
本
留
学
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
近
代
的
思
惟
構
造
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て
よ
り
細
密
に
構
成
さ
れ
、
自
身
の
言
語
で
現
れ

た
と
言
え
る
。
兪
吉
濬
が
参
考
に
し
た
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
地
理
教
科
書
は
、『
西
遊
見
聞
』
に
現
れ
る
近
代
的
思
惟
が

「
重
訳
」
に
よ
る
間
接
受
容
の
結
果
と
し
て
単
純
化
さ
れ
な
い
、
重
層
的
受
容
経
路
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
兪
吉

濬
の
ア
メ
リ
カ
�
学
の
具
体
的
様
相
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
結
果
を
受
け
て
、
西
洋
文
明
の
直
接
受
容
に
関
す
る
実
証
的
研
究
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が
さ
ら
に
進
捗
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

注（
1
）
�
光
麟
「
兪
吉
濬
�

文
明
観
」『
韓
国
近
現
代
史
�
攷
』、
一
潮
閣
、
一
九
九
九
年
、
八
〜
九
頁
。
国
分
典
子
「
韓
国
�
�
�

西
洋

法
思
想

受
容
�

�
吉
濬
」『
韓
日
関
係
史
研
究
』
一
三
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
六
三
頁
。
金
賢
珠
「『
西
遊
見
聞
』
�
（
文
明
）
開
化
論

�

翻
訳
�

政
治
学
」『
国
際
語
文
』
二
四
、
二
〇
〇
一
年
。
許
東
賢
「
一
八
八
〇
年
代

開
化
派

�
	


�

社
会
進
化
論

受

容
樣
態

比
較
研
究
」『
史
叢
』
五
五
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
。
張
圭
植
「
開
港
期

開
化
知
識
人
�

西
欧
体
験
�

近
代
認
識
」『
韓
国
近
現
代
史
研
究
』
二
八
、
二
〇
〇
四
年
、
八
頁
。

（
2
）
対
米
外
交
に
基
づ
く
一
八
八
〇
年
代
朝
鮮
の
近
代
化
政
策
に
つ
い
て
は
�
光
麟
『
韓
国
開
化
史
研
究
』、
一
潮
閣
、
一
九
九
八
年
参
照
。

（
3
）
崔
德
壽
『
開
港
�

朝
日
関
係
』、
高
麗
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
、
三
八
頁
。

（
4
）
兪
吉
濬
の
生
涯
と
ア
メ
リ
カ
�
学
に
関
し
て
は
、
�
光
麟
『
兪
吉
濬
―
�


	
�
�

�
�

�
�
』、
東
亜
日
報
社
、
一
九
九
二

年
。
�
光
麟
『
韓
国
開
化
史
研
究
』、
一
潮
閣
、
一
九
九
八
年
。
�
永
益
『
甲
午
更
張
研
究
』、
一
潮
閣
、
一
九
九
〇
年
。
韓
哲
昊
「
兪
吉

濬
�

生
涯
�

思
想
」『
韓
日
関
係
史
研
究
』
一
三
、
二
〇
〇
〇
年
。
鄭
容
和
『
文
明
�

政
治
思
想
』、
文
学
�

知
性
社
、
二
〇
〇

四
年
を
参
照
。

（
5
）
徐
明
一
「『
西
遊
見
聞
』
一
〜
二
編
�

典
拠
�

兪
吉
濬
�

世
界
地
理

認
識
」『
歷
史
�

現
実
』
一
一
四
、
二
〇
一
九
年
。

（
6
）
報
聘
使
に
関
し
て
は
金
源
模
『
韓
美
修
交
史
』、
哲
学
�

現
実
社
、
一
九
九
九
年
を
参
照
。
た
だ
、
金
源
模
の
研
究
等
初
期
の
研
究

は
報
聘
使
の
活
動
を
把
握
す
る
た
め
の
一
次
史
料
と
し
て
『
西
遊
見
聞
』
を
活
用
し
て
い
る
が
、『
西
遊
見
聞
』
に
現
れ
る
ア
メ
リ
カ
の

都
市
紹
介
は
見
聞
記
録
で
は
な
か
っ
た
。
西
洋
の
主
要
都
市
に
関
す
る
『
西
遊
見
聞
』
の
叙
述
は
、
ほ
と
ん
ど
が
青
木
恒
三
郎
（
一
八
六

三
〜
一
九
二
六
）
が
編
纂
し
た
『
世
界
旅
行

萬
国
名
所
図
絵
』
と
い
う
日
本
の
旅
行
案
内
書
を
翻
訳
し
た
内
容
で
あ
っ
た
（
徐
明
一

「『
西
遊
見
聞
』
一
九
〜
二
〇
編
�

典
拠
�

兪
吉
濬
�

翻
訳
」『
韓
国
史
学
報
』
六
八
、
二
〇
一
七
年
を
参
照
）。
従
っ
て
、『
西
遊
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見
聞
』
を
根
拠
に
兪
吉
濬
の
行
跡
を
把
握
す
る
際
に
は
注
意
を
要
す
る
。

（
7
）
『
西
遊
見
聞
』「
序
」、
三
頁
。
以
下
『
西
遊
見
聞
』
の
頁
数
は
『
兪
吉
濬
全
書
』
で
は
な
く
、
原
著
の
頁
数
に
従
う
。

（
8
）
邊
燧
の
ア
メ
リ
カ
�
学
に
関
し
て
は
�
光
麟
『
韓
国
開
化
史
�

諸
問
題
』、
一
潮
閣
、
一
九
八
六
年
、
八
三
頁
を
参
照
。

（
9
）
鄭
容
和
『
文
明
�

政
治
思
想
』、
文
学
�

知
性
社
、
二
〇
〇
四
年
、
七
五
頁
。

（
10
）
『
西
遊
見
聞
』「
序
」、
三
頁
。

（
11
）
�
光
麟
『
兪
吉
濬
―
�
�

�
	



�
�


�
』、
東
亜
日
報
社
、
一
九
九
二
年
、
四
〇
頁
。

（
12
）N

ationalRepublican
1883.10.09.A

C
H
A
T
W
ITH
A
C
O
R
EA
N
:“Ido

notw
eep
forC

hosun
now
,forIam

studying
A
m
erica.

B
utw
hen
I
shallhave

finished
m
y
study,I

shalllaugh
to
see
C
hosun

again.”

（
13
）The

Evening
Star
1883.10.15.TH

E
C
O
R
EA
N
EM
B
A
SSY
�
H
arrisburg

D
aily
Independent1883.10.16.Y

EN
-K
IL-C
H
U
N

﹇sic

﹈�The
Baltim

ore
Sun
1883.10.16.W

ashington
N
otes�The

D
aily
Journal1883.10.19.G

EN
ER
A
L
N
EW
S�

兪
吉
濬
の
ア

メ
リ
カ
�
学
を
表
す
最
も
早
い
時
期
の
史
料
はThe

N
ew
York

Tim
es
1883.11.08.C

O
R
EA
N
S
PR
EPA
R
IN
G
TO
G
O
H
O
M
E

で

あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
�
学
は
既
に
一
八
八
三
年
一
〇
月
初
め
か
ら
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
報
道
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）
�
鳳
珍
は
、
兪
吉
濬
が
報
聘
使
使
行
中
の
一
八
八
三
年
九
月
末
、
自
身
の
�
学
を
相
談
す
る
た
め
に
モ
ー
ス
を
訪
ね
た
と
推
定
し
て
い

る
（
�
鳳
珍
「
Ｅ
・
Ｓ
モ
ー
ス
と
遣
米
報
聘
使
、
兪
吉
濬
の
滯
米
・
�
学
」『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
三
、
二
〇
〇
五
年
、
九
九
〜
一
〇

〇
頁
）。

（
15
）N

ew
York

Tribune
1883.11.08.V

ISITIN
G
C
O
R
EA
N
S
A
N
D
TH
EIR
PLA
N
S�C
hicago

Tribune
1883.11.08.TH

E
CO
REA
N

EM
B
A
SSY

（
16
）The

Evening
Star
1883.11.06.D

EPA
R
TU
R
E
O
F
TH
E
C
O
R
EA
N
EM
B
A
SSY
�The

New
York

Tim
es
1883.11.16.CO

REA
N
S

SEEIN
G
TH
E
SIG
H
TS

（
17
）The

Boston
G
lobe

1883.11.09.O
ne
of
the
C
oreans

to
Study

atSalem
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（
18
）“Intelligence

from
A
m
erican

Scientific
Stations”,Science,V

ol.3,N
o.60,1884,p.393.Annual

Reports
of
the
Trustees

of

the
Peabody

Academ
y
ofScience

1874
to
1884,p.50.

（
19
）N

ationalRepublican
1883.10.08

A
C
H
A
T
W
ITH
A
C
O
R
EA
N

（
20
）
�
光
麟
、
前
掲
、
四
〇
頁
。

（
21
）
�
鳳
珍
、
前
掲
、
一
〇
九
頁
。

（
22
）Secretary’s

Report

﹇H
arvard

C
ollege

C
lass
of1883

﹈,N
o.2,1886,p.53.Records

ofthe
C
lass
1883

―1908

﹇H
arvard

C
ol-

lege
C
lass
of1883

﹈,1908,pp.91

―92.

（
23
）
�
鳳
珍
は
、
モ
ー
ス
の
個
人
秘
書
で
あ
っ
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
と
彼
女
の
家
族
が
兪
吉
濬
に
英
語
を
教
え
た
家
庭
敎
師
で

あ
っ
た
と
推
論
し
た
（
�
鳳
珍
、
前
掲
、
一
一
〇
頁
）。

（
24
）AnnualReports

ofthe
Trustees

ofthe
Peabody

Academ
y
ofScience

1874
to
1884,pp.61

―63.

（
25
）Edw

ard
S.M

orse,Japanese
H
om
es
and
Their

Surroundings,Peabody
A
cadem

y
of
Science,1886,p.x.

（
26
）Edw

ard
S.M

orse,“K
orean

C
urios”,Science,V

ol.4,N
o.85,1884,p.270.“I

am
indebted

to
one
of
the
K
orean

em
bassy,

M
r.Y
u,w
ho
has
been

w
ith
m
e
constantly

for
severalm

onths,and
w
ho
now

speaks
very

good
English.”

（
27
）“Proceedings
of
Scientific

Societies”,The
Am
erican

N
aturalist,V

ol.18,N
o.11,1884,p.1185.

モ
ー
ス
が
米
国
科
学
振
興
協

会
年
例
会
議
の
人
類
学
分
科
（Section

H
-A
nthropology

）
に
提
出
し
た
発
表
文
の
タ
イ
ト
ル
は‘Interview

s
w
ith
a
K
orean’

で
あ
っ

た
。
発
表
文
の
概
要
は“Proceedings

of
the
section

of
A
nthropology”,Science,V

ol.4,N
o.87,1884,p.345

で
確
認
で
き
る
。

米
国
科
学
振
興
協
会
で
発
刊
し
た
公
式
抄
録
はProceedings

ofthe
Am
erican

Association
for
the
Advancem

entofScience

（Thirty-

third
M
eeting

）,The
Salem

Press,
1885,

p.
605

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
両
要
約
文
と
も
分
量
が
非
常
に
短
い
た
め
、
モ
ー
ス

の
発
表
内
容
を
把
握
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

（
28
）“Proceedings

of
Scientific

Societies”,The
Am
erican

N
aturalist,V

ol.19,N
o.3,1885,p.335.
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（
29
）The

Em
poria

W
eekly

N
ew
s
1884.10.23.Life

in
Corea�

The
People’s

Press
1884.11.07.Life

am
ong
the
Coreans�

モ
ー
ス

が
米
国
科
学
振
興
協
会
で
発
表
し
た‘Interview

s
w
ith
a
K
orean’

の
内
容
は
当
時
新
聞
報
道
で
比
較
的
に
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
30
）Edw

ard
S.M

orse,Japanese
H
om
es
and
Their

Surroundings,Peabody
A
cadem

y
ofScience,1886.p.107.

（
31
）
『
西
遊
見
聞
』「
序
」、
三
頁
。

（
32
）Peabody

Essex
M
useum

,Yu
K
il-C
hun

（1856

―1914

）and
the
K
orean

C
ollection

atPEM
,Peabody

Essex
M
useum

,2007,p.

20.“Iam
very

glad
thatyou

are
w
elland

keeping
yourw

ork
on
im
portantessays

and
draw
ings.I

am
really

very
sorry

to
be

aw
ay
from

you,butcannothelp
it,for

itis
m
y
duty

to
do
so,”

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ス
の‘im

portantessays’

と
は
朝

鮮
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
と
推
定
さ
れ
る
。
兪
吉
濬
は
ダ
ン
マ
ー
入
学
を
き
っ
か
け
に
セ
イ
ラ
ム
を
去
っ
た
以
後
、
以
前
の
よ
う
に

モ
ー
ス
の
研
究
の
役
に
立
て
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

（
33
）Peabody

Essex
M
useum

,
Yu
K
il-C
hun

（1856

―1914

）and
the
K
orean

C
ollection

at
PEM

,Peabody
Essex

M
useum

,2007,

p.18.

（
34
）C

atalogue
ofD
um
m
er
Academ

y
1887

―1888�

二
人
は
兪
吉
濬
の
後
一
八
八
七
年
ダ
ン
マ
ー
に
入
学
し
た
。

（
35
）C

atalogue
ofD
um
m
er
Academ

y
1884

―85�
ダ
ン
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
「
要
覧
」
に
あ
た
る
こ
の
資
料
は
一
〇
頁
程
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
、
ペ
ー
ジ
数
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
36
）C

atalogue
ofD
um
m
er
Academ

y
1884

―85

（
37
）
パ
ー
キ
ン
ス
校
長
は
一
八
八
二
年
ダ
ン
マ
ー
に
赴
任
し
て
一
八
九
四
年
ま
で
校
長
と
し
て
在
職
し
、
一
八
九
四
年
セ
イ
ラ
ム
の
敎
育
監

（superintendent

）
に
選
出
さ
れ
た
。
パ
ー
キ
ン
ス
校
長
の
履
歴
に
関
し
て
はEighth

Reportofthe
Secretary
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